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1. 会社概要

会社名： タカハタプレシジョンジャパン株式会社

所在地： 〒406-0843
山梨県笛吹市境川町前間田390

従業員数： 423名 （2014年4月30日現在）

事業内容： 開発支援/設計/金型製作/成形/組立までの一貫生産

・プラスチック精密成形（完成品及び組立部品全般、高精度歯車）

・成形金型設計/製作

・金属組立部品、計量機器部品
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2-1. トップステイトメント

TAKAHATAは、自動車、OA機器、光学機器、住宅設備機器、医療機器など幅広い分野のメーカー様に
ご愛顧いただいているエンジニアリングプラスチックのリーディングカンパニーであると自負しております。
1929年、水道メータの製造を業として創立以来、高精度歯車などの精密部品製作を手がけ、開発・設計に
はじまりマイクロ級の加工、成形、組立にいたる一貫生産体制を構築し、技術のTAKAHATAとして高い
評価を得てまいりました。現在、それらの高度な技術をさらに研ぎ澄まし、世界に14の生産拠点を有する
グローバルカンパニーとして成長を続けております。また、エレクトロニクス分野の強化によるメカトロニクス
分野のさらなる発展を通じて、新たな事業分野の確立にも取り組んでおります。
TAKAHATAが も大切にしている理念は“技術・品質・人財立社”です。これは、「技術と品質、そして人財を
軸としたモノ作りを通じて社会に貢献する」ということを意味します。特に人財に関しましては、国籍、人種･
民族や性別に捉われることなく、誰もがその能力を 大限に発揮できるような労働環境や雇用の仕組み
づくりを推進しております。
また、よき企業市民としての活動に積極的に取り組んでいくために、世界的な視野で環境問題や社会問題を
捉え、その解決にむけた企業としての努力を提唱する国連のグローバル・コンパクトにサインをし、参加、
支持を表明しております。
いま、私たちを取り巻く情勢は地球規模で変化しています。TAKAHATAは、グローバルカンパニー化を
一層推進し、新たな分野、新たな技術に積極的に挑戦することで、今までにない魅力的な製品・サービスを
世に送り出し、お客様はもちろん、社会の持続可能な発展に貢献してまいります。
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2-2. トップステイトメント

人権
原則1：国際的に宣言されている人権の保護を支持、尊重し、
原則2：自らが人権侵害に加担しないよう確保すべきである。
労働基準
原則3：組合結成の自由と団体交渉の権利の実効的な承認を支持し、
原則4：あらゆる形態の強制労働の撤廃を支持し、
原則5：児童労働の実効的な廃止を支持し、
原則6：雇用と職業における差別の撤廃を支持すべきである。
環境
原則7：環境上の課題に対する予防原則的アプローチを支持し、
原則8：環境に関するより大きな責任を率先して引き受け、
原則9：環境に優しい技術の開発と普及を奨励すべきである。
腐敗防止
原則10：強要と贈収賄を含むあらゆる形態の腐敗の防止に取り組むべきである。
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3. コンプライアンス推進体制の整備

TAKAHATAは、2003年9月に外部の専門家をメンバーに加えた「コンプライアンス委員会*」を設置し

社会から信頼される企業をめざし活動を進めて来ました。

2011年1月より「グローバルCSR委員会」へと改称し現在に至っています。

現場で生じたコンプライアンスの問題を経営陣に伝えるために、職制を通じた報告・連絡

相談のルートとは別に、情報を受け付ける専用の窓口を設け

問題の抽出と解決を図る情報伝達の体制を整えています。

社員の相談・報告など

電子
メール

郵便

Ｃ
Ｓ
Ｒ
委
員
長

Ｃ
Ｓ
Ｒ
委
員
会

事
務
局

総
務
部
長

課
長

コンプライアンス
BOX

報告

指示 報告・相談

フィードバック

具体的対応

調査

関
連
部
署

ヘルプラインの流れ



7/28

4. 企業倫理憲章

1.法令その他の社会的規範を遵守し、公正で健全な企業活動を行います。

2.安全で質の高い製品・サービスの提供を通じて社会に貢献します。

3.人権尊重の精神を軸として、ゆたかな職場環境を実現します。

4.顧客、取引先の信頼を大切にし、健全で良好な関係維持に努めます。

5.社会貢献活動を通して地域社会との共存を図ります。

6.地球環境保護を推進し、持続可能な社会の実現に貢献します。

7.海外においては、文化・慣習を尊重し、現地の発展に寄与します。

8.広く社会に対し企業情報の公正かつタイムリーな開示を行います。

9.反社会的勢力からの要求には断固とした姿勢で臨みます。
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5. 企業倫理憲章・企業行動基準の制定

TAKAHATAは、コンプライアンスを経営の 重要課題として位置づけ、企業活動を行っていくうえで、

会社及び役員・社員が遵守すべき規範として「企業倫理憲章」を定めています。

また、企業倫理憲章を日々の業務活動の中で実践できるよう、役員・社員の行動の基準を

「企業行動基準」としてまとめ、社員手帳に掲載しているほか、職場内で読み合わせを行うなど、

周知徹底を図っています。

第1 事業活動について 第2 会社と社員の関係について 第3 会社と社会の関係について

1.製品・サービスの安全性 1.就業規則等の遵守 1.法令遵守

2.苦情への対応 2.差別の禁止 2.インサイダー取引の禁止

3.自由な競争と公正な取引 3.プライバシーの尊重 3.反社会的組織との関係

4.取引先との公正な関係 4.職場の安全 4.環境保全の取り組み

5.公務員や政治家との関係 5.公私の区別 5.地域社会への貢献

6.知的財産権の保護 6.風通しのよさ

企業行動基準
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6. ダイバーシティの推進

TAKAHATAは、経営理念である「人財立社」を実現するために、国籍や人種、性別、年齢を問わず、

多様な人財が個々の能力を 大限発揮できる企業風土づくりが重要だと考えています。

グローバルに事業を展開するTAKAHATAでは、世界中の各拠点において、積極的に採用活動を

行っており、管理職にも現地の適任者を登用することで、地域のニーズにきめ細やかに対応しています。

加えて、世界共通の製品品質を維持するため、グローバル対応管理者の育成強化にも取り組み、

優れた技能・技術を備えた人財を各拠点で養成する体制を構築しています。

また、豊富な経験や知識を持つベテラン従業員の能力を活かすために、計画的に高度熟練技術の

確実な伝承に努めています。

グローバル業務改善
発表大会開催時の集合写真
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7. 働きやすい職場環境の整備

TAKAHATAでは、従業員が仕事にやりがいを感じ、自ら成長する意欲を高めるために、職種別・

階層別・目的別の研修メニューを用意しており、スキルアップ・キャリアアップの自己実現を支援

しています。また、公正・公平な人事評価を行うために、会社の評価のほか自己評価による能力・

業務評価を実施し、個人の能力が適正に反映される仕組みをグローバルに整備しています。

一方で、従業員が生き生きと活躍するためには、仕事と生活の両方の充実が必要と考え、ワーク・

ライフ・バランスの適正化を進めています。育児休暇制度や介護休暇制度、その他特別休暇制度

などを導入し、多様な働き方を可能にしています。

そのほか、職場の労働安全の向上や、従業員の健康維持にも取り組み、誰もが安心して長く働き

続けることのできる環境づくりに努めています。
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8. 社会貢献への基本姿勢

社会から信頼されなければ、企業として存続することはできません。TAKAHATAではそのような考えのもと、

企業倫理憲章において、「社会貢献活動を通して地域社会との共存を図ること」を定め、よき企業市民として、
地域社会の期待や要請に応える活動を世界中で展開しています。
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9-1. 社会貢献活動の事例 (タイ)

タイの事業拠点であるTPTHは、2008年度から会社方針のひとつに「社会貢献活動」を

掲げ、社員が主体的に参加できるさまざまな活動を展開しています。たとえば、社員に
よる植林活動や、地方の小学校を訪問し、水道の修理や電線の架線、瓦の吹き替えな
ど、各自のスキルを活かした学校設備の補修・営繕を行っています。
2011年には、CSR活動が評価され、タイ工業省から「CSR.DIW2011賞」を受賞しました。

この賞は、法令・ルール遵守体制、人権への配慮、社員への配慮、環境への配慮、調
達先への目配り、顧客への配慮、地域との一体化の7つの項目について企業のCSR活
動が評価されるものです。TPTHでは、今後もCSR活動に積極的に取り組んでいきます。
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9-2. 社会貢献活動の事例 (アメリカ)

アメリカの事業拠点であるTPTNは、近隣地域の若い世代を対象とした活動を中心に社
会貢献活動に取り組んでいます。たとえば児童クラブをTPTN見学ツアーに招待したり、

地域の学校の研究発表の審査員として参加しています。また、就職フェアを開催したり、
工場の周囲の道路の清掃活動を行う等地域に密着した取組を推進しています。
地域を対象とした取組として、児童虐待の被害にあった子どもたちを支援するNPOと共

同して活動を行っています。失業が児童虐待につながる要因のひとつであるために、就
職フェアを開催し、地域の雇用を促進しています。
TPTNは今後も近隣地域を中心とした活動に積極的に取り組んでいきます。
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9-3. 社会貢献活動の事例 (日本)

TPJPでは、積極的に社会貢献活動に取り組んでおり、その活動は高く評価されていま
す。TPJPは長年にわたり献血促進活動に取り組んでおり、2012年に開催された第48
回献血運動推進全国大会で厚生労働大臣感謝状を受賞しました。
また、TPJP（境川）では、近隣地域の防災訓練に参加したり、被災時に近隣の方々を含
め、約400名の方々が1週間生活できるような備蓄を目指したり、その他の防災グッズも
常備する等、地域のことを考えながら災害に備えています。

他にも外国人研修生の受け入れや、旧式の制服を障碍者支援施設に寄付する等の活
動を行っています。
TPJPは今後も幅広いCSR活動に積極的に取り組んでいきます。
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9-4. 社会貢献活動の事例 (グループ全体)

TAKAHATAでは、2013年に台風被害を受けたフィリピン･ベトナムに対して全社的な活

動を開始。義援金箱を設置するほか、アメリカでは社内でクックアウトを実施するなどの
支援活動を推進しました。集まった義援金は各国の赤十字社を通して被災地へ寄付し
ました。
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10. グローバルＣＳＲ委員会 全体会議地区代表メンバー

・アメリカ地区

TPTN －Ms. Debra Thomson
・中国地区

TPCS （蘇州）－Ms. Gao Ji Wei 
TPCZ （深セン）－Ms. Fang Yan

・アセアン地区

TPTH（タイ） －Ms. Natthapakan Pogsai
TPVN（ベトナム)  －Ms. Du Thi Chi
TPML（マレーシア） －Ms. Grace Tay Li Kian  

・インド地区

TPIN －Mr. Ratnesh Shanker 
・日本地区

TPJP、TPJY、TPJK－Mr. Masato Nishiura 
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11. グローバルＣＳＲ委員会 開催時期、内容の決定

開催時期

全体会議：1回／年

地区会議：12回／年 （毎月）

※全体会議で決めた事を地区に展開し確認して上位会議体で報告

役員会議・拠点長会議

内容

・企業理念、会社方針、スローガンの徹底状況

・グローバルコンパクト１０原則の具体的活動

・地区ごとの問題点の報告、協議

・社会貢献活動
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12. 4th Global CSR conference of TAKAHATA
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13. マレーシア（TPML）におけるCSR活動
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14. ベトナム（TPVN）におけるCSR活動
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15. インド（TPIN）におけるCSR活動



22/28

16. アメリカ（TPTN）におけるCSR活動
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17. タイ（TPTH）におけるCSR活動
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18. 中国（TPCZ）におけるCSR活動
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19. 日本（TPJP）におけるCSR活動
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20. CSR セルフチェックシートによる定期評価 （ＴＰグローバル）

2013年度 ＴＡＫＡＨＡＴＡ ＣＳＲ SCL グローバル拠点別評価結果
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21. 2013年活動の振り返り

総括：グローバルコンパクト１０原則を柱とした、ＣＳＲの重要性の理解度も増し

各拠点毎におけるＣＳＲ活動も活発になって来た。

１．２０１３年6月17日 第4回グローバルＣＳＲ会議を開催し、各地域拠点の

活動内容を確認し、横展開実施。

２．各地域からの報告をもとにTAKAHATAグループとして統一された

活動内容を展開する。

３．各地域のＣＳＲ活動については部署毎にＣＳＲ委員を設置し、全社員への浸透

を促す。

４．TPグループ、各拠点ごとにCＳＲセルフチェックシートによる現状分析を行い、

各拠点に不足している分野を明らかにする。
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22. 2014年度 タカハタプレシジョンジャパン（株）CSR委員会活動スケジュール


